
外国語学習に関する情意的要因の探求

一一教職員 学習支援職員が感じる不安――
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は じ め に

1970年代に入 り,ユ ネスコ成人教育推進国際委員

会で Lengrand,P.に よって提唱された生涯教育論に対

応する社会教育論が開花する。 1980年 代に入って ,

生涯教育論が生涯学習論として議論されるようになっ

た。生涯学習論の進展の中で,成人の学習意欲・関心

などに着日した成人の発達研究に取 り組まれるように

なった。筆者は,研究する事業体を生涯学習の民間事

業体の 1つ と位置づけ調査考察する。

本研究では,生涯学習の継続という視点から,外国

語学習者の学習動機と学習不安に着目し,学習を継続

できる外国語教育環境を明らかにすることを課題とし

た。

本稿は,既報の学習を継続できる外国語会話学校の

教育環境に関する考察 (そ の 1)一 学習動機・学習不

安と継続性の関係一,(そ の 2)一 学習動機・学習不安

と継続性の関係一に続き,外国語学習に関する情意的

要因を教職員・学習支援職員の観点から考察すること

とする。

筆者が運営し,学校長を勤め,英語・フランス語を

母語とする外国人講師が教鞭をとる外国語会話学校の

H年間の経過から,成人が外国語を継続 して学習す
るにふさわしい教育環境を探る。Cラ ングージスクー

ルでは,継続的な学習にふさわしい教育環境の構築の

ために,定期的に学習者アンケー トやインタビューを

行っている。

本研究は,筆者の「外国語学習の過程で,同 じ教育

環境の中,外国語学習を続ける学習者とあきらめる学

習者が存在するのはなぜだろう。」という疑問から始

まった。

本稿では,外国語学習における情意的要因を類型化

し,学習者の倶1面ではなく,教職員・学習支援職員が感

じる不安についてのインタビューを行い分析考察した。

第 1節  外 国語学習 における

情意的要 因の類型化

外国語学習において学習の習得度を測る場合,一般

的に外国語適性や一般知能などの認知的側面と,学習

への態度や動機づけ・不安などの情意的側面で検証す

ることが多い。特に,日頭のコミュニケーシヨンカの

養成には,学習者の情意的要因がより重要であるとさ

れ,その研究が盛んにさなれてきた。本研究では,外

国語学習における情意的要因に焦点を当てて考察する

こととする。

外国語のコミュニケーシヨン能力の育成を目標にす

る場合,独学で文法や読解力を学習する場合や一方的

に教師が学習者に講義を行う場合とは異なり,教師 ,

教室内の他の学習者との相互作用の中で学ぶため,学

習者の情意的要因が深 く関わる。クラス内には,学習

者の感情,意見,希望,反応,経験が現れる。「読む」

「書 く」という行為は,「聞く」「話す」という行為に

とどまらず,自 己と相対する聞き手あるいは話し手と

の間に,共通の意味を共有,構築するために必要な手

段である。 しかし,「読む」「書 く」という行為は ,

「聞く」「話す」に比べて,時間的に余裕があり,自 己

コントロールもしやすい。

外国語学習における情意的要因の正確な類型化は簡

単なことではないが,い くつかに分類され研究が行わ

れている。「不安」anxiety,「曖味さのための寛容性」tol―

erance for ambiguity,「 拝口制」inhibition,「 タト向性・内

向性」extroversion/introversion,「 自尊心」seliesteem,

「リスク・テーキング」risk― takingな どである。先行

研究では,こ れらの情意的要因と,「言語能力や言語

行動に関するもの」「学習の態度に関するもの」「学習

や教育の環境に関わるもの」の 3項 目の相関関係を分

析考察したものが多く,情意的要因と学習の継続との

相関関係を研究したものは見当たらない。
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本研究では,「不安」anxietyに 頂点をあて,学習の

継続との関係を分析・考察するが,なぜ「不安」anxi_

etyに頂点を当てたかを説明するにあたり,先行研究

で他の情意的要因と,「言語能力や言語行動に関する

もの」「学習の態度に関するもの」「学習や教育の環境

に関わるもの」との間で調査研究された報告を検証し

てみる。

まず,「外向性・内向性」extroversion/introversionに

関してである。「外向性・内向性」extroversion/introver―

sionは ,非常に多くの調査研究として取 り上げられて

きた。外国語の習得度が,元々,個人の人間性に起因

するのではないかと考えられたためである。つまり,

外向性・内向性のどちらのパーソナリテイーを形成す

る要素が,言語学習に有効に作用するのかという観点

から,多 くの研究がなされたのであろう。

1991年 Vivian Cookは 「外向性性格とは自分以外

のものと係わろうとする人」で,「内向性性格とは自

分の内面に係わろうとする人」であると定義した。そ

れまでは,一般的に,外向的な人は人づき合いがよ

く,パーテイー好きで友達を多く持ち,リ スクを恐れ

ず,生 き生きしている人であり,内向的な人とは,物

静かで,人 と会うよりは読書好きで友人は少なく,興

奮することは避ける傾向にあるとされていた。 1994

年 D.Houglas Brownも 外向的な人は,お しゃべ り・

にぎやかというより,「 自己を肯定し,自 尊心を持ち,

自己の存在のために自分自身より他者からの励ましを

必要とする人」のことであり,内向的な人とは「自己

の内省から汲み取ることを得意とする人」とし,今 ま

での定義とは反対に「内面的な強さを持ちえている」

としている。

1975年 Rosstrは ,日頭能力において,外向性との

間に正の相関関係を見出した。また,前 出の Vivian

c00kは ,1991年 に「内向的な人は,個人学習や言語

知識を積み重ねる学術的な学習法を好み,外向的な人

は,グループ活動・社交的なオーデイオリンガル・コ

ミュニカティヴアプローチを好む」と述べている。

いずれにせよ,日頭能力 。学習熟達度テストなどす

べての側面に関して,「外向性・内向性」extroversion/

introversionと の間に相関関係を見出した調査は報告

されていない。また,学習の継続との間に相関関係を

見出した報告も見つけられていない。

次は,「 自尊心」seliesteemに 関 して検証 してみる

ことにする。2000年 D.Houglas Brownは ,自 尊心を

統合的・全体的なもの (genera1 0r global seliesteem),

特定の生活場面におけるもの (dtua●ond Or specinc

人間科学研究編 (20H年 3月 )

seliesteem),特 定の作業 におけるもの (task seli

esteem)の三項 目に範疇化 している。成人の学習者

は,統合的な自尊心に,極端な変化はないが,特定の

場所や特定のもの,例 えばフランス語でシャンソンを

歌うことでは大抵の人には負けないとかテニスなら他

人より優れているなど3項 目に分類することに意味を

見出している。しかしながら,分類された 3項 目につ

いての妥当性については今後の研究の課題である。

「抑制」inhibhionに 関しての調査は,薬物を使った

生態実験であると批判されるいるものもある。 1972

年 Guior,Aた ちは,ア ルコールを与えた被験者と偽

薬を与えた被験者との間でタイ語の発音に関する比較

調査を行った。結果,ア ルコールの分量と発音のよさ

との間に相関関係を導き出した。しかしながら,プラ

シーボつまり,薬効はないが,実験的・臨床的に試験

するときに対照剤として与える偽薬は,医学で使われ

ることはあっても,外国語習得の調査で使用するには

あまりに問題をはらみすぎていると言えよう。

他に,睡眠法を利用したり,鎮静剤を利用する実験

も行われているが,依然,その実験方法に対する批判

的な見方が存在している。母語以外の外国語を習得す

る過程においては,学習者に「抑制」inhibitionが 強

く働くのではないかという仮説を検証するための研究

であるが,どのようして実験的に「抑制」inhibition

を低めた状態を作るかということに課題は残る。

次に,「 リスク・テーキング」risk― takingで ある。

「リスク・テーキング」risk― takingと は,推察した

り,コ ミュニケーションのためには間違いを恐れず ,

新しい状況を作り出すために目標言語で知っているこ

とを何でも使ってみようとすることであると Bcebe,

Lは述べ,さ まざまなリスクをあえて冒そうとする傾

向と外国語学習の習得度との間に相関関係がある傾向

にあるとまとめている。「リスク・テーキング」risk―

takingと外国語学習の習得度との間に相関関係がある

としたら,「 リスク・テーキング」risk― takingは 「抑

制」inhibitionと の間にも深いかかわりがあるのでは

ないかと筆者は考える。

さらに,「曖味さのための寛容性」tolerance for ambi―

guityに ついてである。

外国語を習得する際,「曖味さのための寛容性」toler―

ance for ambiguityと 外国語の習得度を測る一因子と

の間に相関関係を見出した研究がある。「曖味さのた

めの寛容性」toLrance for ambiguityは ,教職者が教室

内で目標言語をよく使うように促し,それ故,学習者

の聴覚因子との間に正の相関関係が見出せたというも
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のである。

「曖昧さのための寛容性」tolerance br ambiguityが ,

学習者の聴覚因子と正の相関関係はあっても,発話因

子との相関関係は見出されていない。

最後に本研究で取 り上げている「不安」anxietyに

関してである。外国語の習得度と不安との間の相関関

係を調査 した研究はいくつかある。 1985年 Gardner,

Rや 1991年 Larsen―Freeman&Longが調査を行って

いるが,いずれも曖味で,不安度が高いとき,あ るい

は低いときに外国語の習得度が上がる,あ るいは下が

るわけではないという結果に達した。

また,外国語学習の習得度と不安との間の相関関係

を研究する場合,不安の範疇化・それを裏付ける測定

方法もさまざま存在する。Scovel,T。 は,不安を「習

性不安」 (Trait anxiety,「 状態不安」 (state anxicty),

「特定場面不安」 (situatiOn― speciic anxiety)の 3つ に

分類している。

また,Scovel,T。 は,学習者の学習段階に応 じて ,

不安が学習習得度に与える影響は異なるのではないか

と付け加えている。つまり,学習の初期段階では,負

の相関になり,学習が進んだ段階では,正の相関を導

くのはないかという仮説である。

情意的要因が,外国語習得に直接関係すると説いた

Krashen,S.D.は , 1982年 , The Natural Approachの

中で,習 得学習仮説 (Acquisition― Lcarning Hypothe―

sis),自 然順序仮説 (Natura1 0rder Hypothesis),モ ニ

ター仮説 (Monitor Hypothesis),イ ンプット仮説 (Input

Hypothesis),情 意フイルター仮説 (Affective Filter Hy―

pothesis)と 第二外国語習得理論を 5つ の仮説にまと

めている。

本研究における学習者の不安度とは,こ の情意フィ

ルターの up,downの ことを示 している。nashenの

情意フィルター仮説とは,第 2外国語習得には情意フ

イルター,つ まり情意的な壁 (Mental Block)が 存在

し,こ れが,upの 状態の時に,イ ンプットが受け入

れられたとしても,潜在的に習得されるに至 らず ,

dOwnの 時,つ まり,学習者に自信があり,緊張不安

がない状態の時には,言語習得を有効にする理解可能

な input作用が働き,学習者は潜在的な習得に至ると

いう仮説である。

学習不安度に関しては,1990年代から,北米にお

いて,盛んに研究が行われてきた。Horwits,Eo K。 ,Hor―

wits,M.B.&Cope,J。 は 1986年 の研究で,外国語学

習不安を言語不安,コ ミュニケーション不安,テ ス ト

不安,負評価に対する不安の 3つの因子に分けて The

Foreign Language Classroom Anxiety Scale(FLCAS)

で調査し,3つの因子と習得度との相関関係を見出し

ている。

学習の継続との間の相関関係を導く因子として,外

国語学習に関する情意的要因がい くつかある中で ,

「不安」anxietyを選択した理由は,外国語教育に携わ

る中,継続をあきらめる学習者が不安げな表情をしが

ちであることを教職者・学習支援職員,そ して筆者自

身も感じたことに起因している。

第 2節 教職者の感 じる不安

近年,教育の実践において,教職者は多くの不安と

ス トレスを抱えていると言われている。『日本の英語

教育 200年』のはしがきに伊村元道は,

次のような方々に読んでいただこうと思って書き

ました。まず第一に,日 頃から英語教育に対して不

平不満,あ るいは恨みを持っている人々。このとこ

ろ英語教育,と りわけ学校英語教育に対する風当た

りが強いようです。 (中略)第二に,こ のところバ

ッシングがひどくて,元気が出ないでいる英語の先

生たちへの応援歌になればと思って書 きました。

(中略)英語の先生たちは,前を見るのに忙 しくて ,

後ろを振 り返る暇などないようですから,古い本な

どに興味を持とうとはしません。第三に,英語教育

史の研究者諸氏にです
1)。

とし,学校教育においての英語教育の教職員の状況を

覗い知ることができる。さまざまな不安を感じながら

教鞭をとっているのは英語教職員だけではないであろ

う。

2010年 4月 26日大阪府高校学校教職員組合が府立

高校千名,市町村立学校 2千名で 30歳未満,30歳以

上 40歳未満,40歳以上 50歳未満,50歳以上をそれ

ぞれ 750名 無作為に抽出して教職員のこころの健康に

不安を感じるか否かを調査実施している。アンケー ト

結果は,こ ころの健康に 6割近くの教職員が不安を感

じていた。対策として,特定の教職員に偏る業務の解

消 57.8パ ーセント,休暇等を取得 しやすい環境づ く

り51.4パ ーセント,時間外勤務の削減 45。7パーセン

ト,保護者と対応の支援 41.8パ ーセント,児童・生

徒指導上の問題解決支援 32.7パ ーセント,部活動ヘ

の支援 32.7パ ーセント,医師や専門家等への相談体

制等 32.5パ ーセント,知識理解を深める検証 13。0パ
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―セント,定期的なス トレステェック 9.8パ ーセン

ト,その他 7パーセントの教職員が意見を示 してい

る。30パーセント以上の項目が以上のように見られ

るのは,多 くの教職員が少なからず不安を抱きながら

教鞭をとっているということなのだろうか。

2007年 ,中村晃・神藤高昭・田口真奈・西森年寿

・中原淳は,教育不安項目を教育に関する不安・学生

に関する不安・教育システムに関する不安の 3因子に

分類し大学教員初任者に関する不安の調査を行い,大

学教員初任者の不安の構造とその不安が職務満足観に

与える影響との相関を考察している。結果,不安得点

で最も高かったのは,研究活動と教育の両立に関する

不安であり,教育活動を続けながら研究をしていく時

間的余裕があるかに関する不安と考えられ,海外の研

究においても,日 本における小・中学校の教員を対象

にした研究においても,最 も多い不安は多忙であると

報告されている。

また,教えることに関して,学生のニーズに合う教

育ができているか,あ るいはその知識を充分に持って

いるか,すなわち良い授業を作 りあげることができる

かに関する不安が一般に高いが,学生から暴力を受け

る,誹謗中傷を受けるなどの不安は低いことが示され

ている。不安と職務満足観に与える影響との相関につ

いては,特に,教育に関する不安が強い場合に,職場

のサポー トが仕事の満足観につながることを見出し

た。

現在,Cラ ンゲージスクールの教職員の不安に関し

て, インタビューを進めている。

分析考察を進め本稿論集次号に投稿する予定であ

る。

第 3節 学習支援職員が感じる不安

Cラ ンゲージスクールの学習支援職員に学習者の不

安についてのインタビューを試みた。インタビュー項

目は,

成人の学習者に外国語学習に関する支援をしてい

るとき,どんな不安を感じますか ?

とし,学習支援をしているときの不安のみに限定 し

た。インタビュー対象者は,Cラ ングージスクールに

勤務する学習支援職員 3名である。

学習支援職員とは,学習者と教鞭をとる教職者との

間に立って,さ まざまな学習支援をする職員のことで
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ある。Cラ ングージスクールの場合,教職者は英・米
・仏・加・豪の外国人講師であるため,学習者とのコ

ミュニケーションがとりにくい場面を鑑み,学習支援

職員は,英語 TOEIC 900点 前後点取得者である。C

ラングージスクールのフランス人講師は英語を話すた

め,職員の校内の共通語は英語である。学習支援職員

は
,

第 2節の小・中・高校・大学の教職者が時間的余裕

に関する不安を多く感じているのに対して,Cラ ング
ージスクールの勤務体系は時間的にかなり充実してい

るため,時間に関する不安がインタビューで示される

ことはなかった。では,学生のニーズに合う教育がで

きているか,あ るいはその知識を充分に持っている

か,すなわち良い授業を作 りあげることができるかに

関する不安や,保護者と対応の支援,児童への不安・

生徒指導上の問題解決支援への不安などを感じている

だろうか。

A ベテラン学習支援職員 英検 1級
なにが原因かわからず退会する生徒に対して,学

習支援職員としてなにか対処が悪いところはなかっ

たか,自 分のやり方に間違いがないのか自問する。

長期間レッスンを受講しても,上達しにくい学習

者の場合,講師はその学習者の特徴に起因するとす

る場合があるが,学習者の学習成熟度は,講師の教

授スキルにも深く係わっていると思う。上達されず

やめられる学習者の場合,フ ォローすることができ

なかった時に学校としてこれでよいのか,学習支援

職員としてなにかできることがなかったのかと不安

を覚える。

学習開始時に,すべて話をしても,聞いていない

生徒,ま た納得してなさそうな生徒に学習支援職員

としては学習開始を促す。が,その後,な にか行き

違いが起きたときにご指摘を頂き,シ ステムが理解

できないと批判される。学習支援職員としては,再

度説明をし,納得の上で学習を開始いただいている

ことを話すが,結局話は決裂する。その際に,学習

者とかなり厳しい会話となり,それまで学習者と学

習支援職員としての良好な関係もこじれてきてしま

う場合,個人攻撃をされているような不安を覚え

る。

学習支援職員は,教職員と同様に学習者 と常に向き
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合っている。学習者に対する学習の動機づけを続けて

いくことになるが,生徒指導上の問題解決支援への不

安は感じているようである。学習支援職員は,学習者

の夕1国語学習に関する事柄だけではなく,学習者の日

常の喜びや悲しみ・悩みを聞く機会も多く,状況に応

じて,自 己をコントロールしながら,学習者に向き合

っていかなければならない。経験の長い学習支援職員

でも学習者の感情の変化や環境の変化に自己コントロ

ールが追いつかないこともあろう。学校長とのカンフ

ァレンス・相談や教職員との学習者の分析考察,話 し

合いを繰 り返し,学習支援のあり方について検討 し,

不安を解消する必要でがある。学習支援職員としての

力量を高める上では,多様な学習者と接することが大

切である。

B 新人学習支援職員 TOEIC 970点  帰国子女
成入学習者がレッスンを楽しめているかが不安だ。

楽しくなければ,外国語学習は続かないと思うか

らである。講師や一緒にレッスンを受けられている

方との相性がとても大事だと思うので,その点に関

してはとても注意深く見ている。クレームとしてお

話してくださる方は,な にかのサインを直接だして

きてくださっているので,改善できるチャンスだと

思う。なにも言わずにやめられてしまわれるのが一

番の問題だと思っている。講師によっては学習者が

出しているサインに気づかなかったりすることもあ

るようだ。その際,ラ ウンジ等でお話しているとき

のみでしか学習者の様子を知ることができないの

で, 日ごろからお互いにコミュニケーションをとり

やすい環境を作りだしていくことが大切だと思う。

あとは,資格試験等の目に見える目標がなく勉強

されている方で,学習意識が低い方を対応する際に

は不安になる。いつ,どのタイミングで学習意識が

薄れやめられるかわからないからである。この方々

には特にどのような学習目的 (例えば,友達作り,

とりあえず旅行で困らない程度話せるようになりた

いが,いつ旅行に行くかは不明 等)があり来校し
ているのかを知っておき,その要素が満たされてい

るかを注意しておく必要があると思う。

学習支援職員としての力量を高める上では,多様な

学習者と接しなけれならない。新人の学習支援職員の

場合,イ ンフォーマルな職業実習上,職務の中に埋め

込まれて学習していくことになる。経験のある学習支

援職員からのアドバイスや指導も必要である。大学の

新任教職者の感じる学生のニーズに合う教育ができて

いるか,あ るいはその知識を充分に持っているか,す

なわち良い授業を作 りあげることができるかに関する

不安に近い傾向にある。

C 新人学習支援職員 TOEIC 880点
自身が語学学習支援者のプロでないこと。大学在

籍時の専攻が英語学であったので,幼児の語学習得

過程に関しては知識があるが,成人についてはあま

り正確な知識がないと言える。そのため,自 分が生

徒にできるアドバイスに正しい知識的な裏づけがな

いことに不安を感じる。現在行っている指導,支援

が自身の経験に基づいたもの,大学在学中に学習し

た言語学の知識のみであり,それについての専門家

としての裏づけはない。今後生徒により正確で有効

な支援をおこなうために,専門家としての資格取得

も必要になるのではないかと感じそれへの対応を視

野にいれている。

また,仏語学習者に対しての支援はよリー層の不

安があることを認めざるを得ない。自身が仏語を専

門家から学習した経験は大学在籍時のみであり,経

験も不足しているためにレベルの高い生徒には自分

のアドバイスが満足のいくものであるか不安を感じ

るときがある。今後自身の仏語レベルをより伸ばす

以外に,再度専門家から指導を受けることも必要で

あるかと考えている。

大学の新任教職者の感じる学生のニーズに合う教育

ができているか,あ るいはその知識を充分に持ってい

るか,すなわち良い授業を作 りあげることができるか

に関する不安と同様である。学習支援職員としての力

量を高め, フランス語に関しては,教育訓練の必要が

ある。

お  わ に

田中高年は,学校後の大人の「教育」を「社会教育

法」が担ってきた。また,臨時教育審議会の「生涯学

習」の答申後に制定された “生涯学習振興法
"も 主と

して成人の学習について整備してきた。理念としては

「生涯学習」は学校教育まで含むことになっているが,

学校教育への関与は困難であろう。その意味は,「学
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校教育法」に規定されており,独立の法が要る説明に

ならない'と 述べ,生涯学習が学校教育に関与せず ,

学校後の大人の「教育」を担っている実態にあると説

いている。Cラ ングージスクールには,2歳児～80歳

代の学習者が受講しているため,ま さに「生涯学習」

の現場であろう。

近年,日 本経済の悪化に影響を受け,学校卒業後の

就職率の悪化が顕著である。

Cラ ングージスクールの学習支援職員は外国語の学

習支援のみならず,大学を卒業する学習者の就職活動

の相談を受けることもある。依然として,企業がエン

トリーシー トに TOEICの スコアを要求する現状に変

化はなく,強い不安を持って就職活動している学習者

の学習支援も行うことになる。

この場合も,学習支援職員の存在が,学習者の不安

を緩和し学習の継続に導き,学習の動機づけを高める

一因になる。しかしながら,教職者・学習支援職員自

身もどのように学習支援すべきかを悩み,不安を抱え

ている。教職者・学習支援職員自身の不安をどのよう

に解決するかは,継続的な学習を可能にする教育環境

構築に深く関わつている。外国人講師と学習支援職員

との間のコミュニケーションも重要であろう。そし

て,学校長と学習支援職員とのカンファレンスも欠か

せない事項である。学習支援職員の力量の育成には ,

多様な学習者と接 してケーススタディを行う必要があ

る。

いずれにしても,継続的な学習を可能にする教育環

境構築には,学習支援職員の力量の育成は急務であ

る。
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添付資料

第 2節資料 外国語教室不安度尺度 The Foreign Language ClassroOm Anxicty Scale(FLCAS)Horwits,E.K。 ,Horwits,M.B.&
Cope,J。 ,1986

第 2章 3節資料 外国語教室不安度尺度
The Foreign Language Classroom Anxicty Scale(FLCAS)

Horwits,E.K。 ,Horwits,M.B.&Cope,J。 ,1986
クラスの中でどのように感じますか ?

1=全 くその通りだと思う。
2=かなりそう思う。
3=どちらかと言えばそうだと思う。
4=ど ちらかと言えばそうだとは思わない。
5=あ まり,そ うは思わない。
6=全然そうは思わない。

1

1 英語 (フ ランス語)で しゃべるとき,あ まり自信がもてなし

英語 (フ ランス語)の レッスンで間違いをするのは全く気にならなし

英語 (フ ランス語)の レッスンで自分が当てられそうになると震えてします。

講師が英語 (フ ランス語)で言っていることがわからないと不安になる。

英語 (フ ランス語)の レッスンがもっと増えても一向に気にならなし

英語 (フ ランス語)の レッスン中,レ ッスンと全然関係のないことを考えてしまうことが
ある。

他の学習者は自分より英語 (フ ランス語)ができるといつも思っている。

英語 (フ ランス語)で行われているテストはたいてい気楽に受けている。

英語 (フ ランス語)の レッスンで準備なしに急に話さなければならないとパニックに陥っ
てしまう。

英語 (フ ランス語)の レッスンでレベルの低いクラスに変わったらどうしようと′亡ヽ配であ
る。

英語 (フ ランス語)の レッスンのことをとても心配する人がいるがその理解ができなし

英語 (フ ランス語 )の レッスン中とても心配 して しまって しっていることを忘れて しま
つ。

英語 (フ ランス語)の レッスン中自分から進んで答えるのは恥ずかしくて気が引ける。

外国人と英語 (フ ランス語)で話す時にあがつてしまうことは決してなし

講師が間違いを直してくれているのに,それがわからないと慌ててしまう。

英語 (フ ランス語)の レッスンに十分予習をしていても不安になってしまう。

英語 (フ ランス語)の レッスンに出たくなくなることがよくある。

英語 (フ ランス語)の レッスンで英語 (フ ランス語)で話す時には自信がある。

英語 (フ ランス語)の講師が自分の間違いを全部直しそうで不安である。

英語 (フ ランス語)の レッスンで自分が当て られそ うになるとフと、臓が どきどきして しま
つ。

英語 (フ ランス語)のテストのために勉強すればするほどわからなくなってしまう。

英語 (フ ランス語)の レッスンに徹底的に予習することは重荷ではない

23 他の学習者のほうが自分より英語 (フ ランス語)を話すのがうまいといつも感じる。

24 他の学習者の前では英語 (フ ランス語)を話すとあがってしまう。

25
英語 (フ ランス語)の レッスンは進むのが速いのでついていけないのではないかと不安で
ある。

26 他のレッスンよりも英語 (フ ランス語)の レッスンのほうがずっと緊張し不安になる。

27
英語 (フ ランス語)の レッスンで英語 (フ ランス語)を話しているとあがってしまい動転
してしまう。

28 英語 (フ ランス語)の レッスンを受けるときは自信が持てリラックスできる。

29 英語 (フ ランス語)の講師が言う言葉が一語でもわからないと不安になる。

30
英語 (フ ランス語)を 話すために文法規則をたくさん覚えなければならないと思うと気が
重 くなる。

英語 (フ ランス語)を 話すと他の学習者が笑うのではないかと不安になる。

32 外国人と一緒にいてもたぶんリラックスできると思う。

33
英語 (フ ランス語)の先生に前もって答えを準備しておかなかった質問をされるとあがっ
てしまう。


